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■平成２２年４月からの国民年金保険料
　第１号被保険者の定額保険料　月額１５，１００円
                               　         （前年度より４４０円増）
　保険料額の付加保険料　　　　月額 ４００円

■平成２２年度一部免除期間の保険料額（１か月分）
　４分の３納付（４分の１免除期間）　１１，３３０円
　半額納付　　　　　　　　　　　７，５５０円
　４分の１納付（４分の３免除期間）　 ３，７８０円

■前納保険料額も変わります

納 付 方 法

現 金 支 払

現金支払・クレジ
ット納付（前納）

【割引額】

口座振替（前納）
【割引額】

１か月分

１５,１００円

１か月前納は
ありません。

１５,０５０円
【５０円】

６か月分

９０,６００円

８９,８６０円
【７４０円】

８９,５７０円
【１,０３０円】

１年分

１８１,２００円

１７７,９８０円
【３,２２０円】

１７７,４００円
【３,８００円】

～国民年金の手続きはお忘れなく～
　日本国内に住んでいる２０歳以上６０歳未満のすべ
ての方は、国民年金に加入することになっています。
　加入する年金の種別は、自営業者や学生などが加
入する第１号被保険者、厚生年金や共済組合などに
加入している第２号被保険者、その第２号被保険者
に扶養されている２０歳以上６０歳未満の配偶者（年
収１３０万円未満）である第３号被保険者の３種類に
区別されます。
　ご本人や配偶者の就職、転職、結婚などの人生の
節目には、国民年金の種別変更の手続きが必要とな
る場合があります。手続きを怠ったり、遅れたりす
ると、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、
亡くなられたときに、障害基礎年金や遺族基礎年金
を受け取れなくなる場合もありますので、ライフス
タイルが変わった際には忘れずに手続きしてくださ
い。

～学生のみなさんへ～
　国民年金制度には、学生で前年所得が基準額以下
の方を対象に、手続きして承認を受けることで保険
料納付が猶予される「学生納付特例制度」がありま
す。学生納付特例制度をご希望の方は、忘れずに手
続きしてください。

【対 象 者】
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、
専修学校、各種学校などに在籍する学生（各種学校
の場合、修業年限が１年以上であることが必要です）

【所得の基準額】
　学生本人の前年所得が１１８万円以下（扶養親族な
どがある場合は、その数に応じて加算されます）

【承 認 期 間】
　４月から翌年３月までの学生である期間

【申 請 方 法】
　各庁舎窓口センターに、年金手帳、学生証または
在学証明書、印鑑を持参し、手続きしてください。
※学生納付特例の承認を受けられた場合で、翌年度
も引き続き在学予定の場合は、３月下旬から４月
上旬にかけて、日本年金機構からハガキ形式の学
生納付特例の申請書が届きます。

問い合わせ　市民安全部保険・医療課（滝野庁舎）
　　　　　　　４８－３００２

　明石年金事務所の職員による年金相談が開催
されます。
日　　時　５月２８日（金）　１０：２０～１５：３０
場　　所　社福祉センター
内　　容　年金請求手続き、年金加入期間の確認
　　　　　など
申込開始　５月６日（木）～
　　　　　※定員になり次第締め切り
申込方法　電話で住所、氏名、生年月日、基礎
　　　　　年金番号、電話番号、相談内容をお
　　　　　知らせください。
申し込み・問い合わせ　市民安全部保険・医療課
　　　　　　　　　　（滝野庁舎）　 ４８－３００２

パート収入が１３０万円を超えた
ときなど、配偶者の扶養から外
れるようになったとき

配偶者が退職し、第２号被保険
者に扶養されなくなったとき

会社などを退職し、第２号被保
険者である配偶者に扶養され
るようになったとき

６０歳になる前に会社などを退
職したとき

配偶者が就職し、第２号被保険者
に扶養されるようになったとき

第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者が２０歳になったとき

学生やフリーターなど、厚生年
金や共済組合に加入していな
い方が２０歳になったとき
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こんなときには手続きが必要です 手続き先被保険者
種　　別


